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　2011年3月11日の東日本大震災に伴い、東

京電力福島第一原子力発電所（福島第一原発）に

おいて炉心溶融事故が発生し、多量の放射性物

質が外部環境に放出され、福島県を中心とする

日本の広範囲の土壌や農作物が放射性物質に汚

染されました。

　そのような状況の中で、土壌の汚染実態を把

握するため、文部科学省では航空機によって地

上の空間線量率を測定し、放射線量から放射性

物質の沈着量を算出して分布図を作成しました

（http://radioactivity.mext.go.jp/ja/monitoring_

around_FukushimaNPP_MEXT_DOE_airborne_

monitoring/）。しかし、農地土壌では土壌の比重

や耕うんの深さなどが場所によって違うため、沈

着量から土壌中の放射性物質濃度を単純には推定

できません。土壌試料を採取

して、地上の放射線量と土壌

の放射性物質濃度の関係を求め、分布図を作成す

る必要があります。そこで、（独）農業環境技術研

究所では、宮城、福島、栃木、群馬、茨城および

千葉各県の農業試験研究機関と連携・協力して、4

～ 8月に福島県の警戒区域や計画的避難区域を含

む580地点の農地から土壌試料を採取するととも

に現地の空間線量率を測定し（図1）、土壌試料中の

放射性セシウム濃度を分析することによって、農地

土壌の放射性セシウム濃度分布図を作成しました。

調査地点の放射性セシウム濃度
　図2は、土壌を採取した地点の放射性セシウム

濃度を示した分布図です。灰色は農地、丸印は土

壌採取地点でその色は濃度を示しています。福島

第一原発から北西方向へ5,000Bq/kg以上の高い

濃度の地点が分布し、さらに、1,000Bq/kg以上の

地点が福島県中通りに広がり、栃木県の北部から

中部と宮城県の南部へと延びています。福島県の

会津地方、阿武隈山地南部および浜通り南部のほ

とんどは1,000Bq/kg未満で、宮城、茨城、群馬、

千葉の各県の農地も1,000Bq/kg未満でした。

放射性セシウム濃度の推定図
　調査した農地土壌の放射性セシウム濃度と農地

上の空間線量率との間には、一定の相関関係が見

出されました。そこで、福島県を対象に、空間線

量率から農地土壌の放射性セシウム濃度を推計す

る回帰式を土壌の種類や作目ごとに作成し、文部
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図2　農地土壌の放射性セシウム濃度分布図

図1　警戒区域（大熊町）における水田土壌の採取（2011年8月3日）
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農地土壌の放射性セシウム濃度分布図の作成

科学省が作成した航空機モニタリングで得られた

空間線量率分布図と農地土壌の分布を示すデジタ

ル土壌図＊を重ね合わせ、回帰式により放射性セシ

ウム濃度分布を推定して図に表示しました（図3）。

なお、得られたデータの詳細については、農林水

産省のホームページでご覧いただけます（http://

www.s.aff rc.go.jp/docs/press/110830.htm）。

地図の利用と今後の計画
　この農地土壌の放射性セシウム濃度分布図の作

成により、調査地点以外の農地土壌の放射性物質

濃度の把握が可能となりました。また、土壌試料

の採取を農作物が根を張る深さなどを考慮して

行ったことにより、この図と放射性物質の移行係

数から、作物の放射性セシウム濃度の分布傾向を

把握したり、除染を必要とする農地面積を市町村

別に推定したりすることができます。さらに、県

や県内の地方レベルでの農地土壌の放射性セシウ

ム濃度の分布の概況が明らかになるなど、作付け

や除染対策上参考となる情報が得られました。

　現在、さらに高い精度で、より広い範囲をカバー

する、農地土壌の放射性セシウム濃度分布図を作

成するため、岩手、宮城、山形、福島、茨城、栃

木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、新潟、山梨、

長野および静岡の15都県の3,000地点の農地で土

壌試料採取と空間線量率測定を行い、採取した土

壌の放射性セシウム濃度を測定しています。

　また、福島県では水稲作物体と生育ほ場の土壌

試料とを採取し、玄米、茎葉および土壌の放射性

セシウム濃度や、水稲の放射性セシウム吸収に関

係する土壌特性（交換性カリウム濃度＊＊、粘土含

量や粘土鉱物組成＊＊＊など）を測定し、玄米の放射

性セシウム濃度に影響を与える環境要因を明らか

にしようとしています。

（この研究は、農業環境インベントリーセンター　

高田裕介 ● 神山和則 ● 小原　洋 ● 大倉利明、土壌

環境研究領域　前島勇治 ● 木方展治、生物多様性

研究領域　平舘俊太郎が行いました。）

＊デジタル農耕地土壌図：農環研などが2010年に作成・公開（農
環研ニュースNo.89参照）

＊＊セシウムはカリウムと類似した性質を持つため、土壌中に植物
が吸収可能なカリウム（交換性カリウム）が多いと、作物はカリウ
ムを多く吸収し、放射性セシウムの吸収が少なくなると考えられま
す。
＊＊＊セシウムはある種の粘土鉱物と強く結合しやすく、結合したセ
シウムは作物に吸収されにくくなります。そのため、土壌の粘土含
有量やその種類が作物の放射性セシウム吸収に大きく影響します。

図3　福島県における農地土壌の放射性セシウム濃度分布推定図

福島第一原発
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